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ルポンドシェルピル(大枠組 i日本~ピル)

所在地:大阪市中央区北誤東  6-9

竣 工年:1926年{大正 15年) 

(2007年改修)

思 議:レストラン・特定企業の膝史資料館・

各種学校(改修前:各種学校〉

建物所有者:大林不動産開

計者:縄大林組本高一設建築土事務所・

施工者:州大林組

維持管理者:大総不動産(槻

大i読は中之島、その東端にある中之島公毘の、土佐堀 JII を挟んだ対岸に I~)レポンドシェルゼル iはある O

中之島周辺の都市議観は、水道の街大阪の顔である。大きくはないがどっしりとした態搭を見せるこの

ピルの鵠籍あふれる姿は、対浮からの景観の要になっている。このピルは 1926年に大林組の本態ピルと

して建設された 3 当時、最先端であったスパニッシュスタイルの秀逸なデザインは一斉を蝿摩したもの

である O 閣米大援の衡の変化と共に生き統けてきた。 1972年に土佐域通の向かい側に大薮大林ピ

れたため、ぜ jレの機能は企業本社からテナントと:Jレに生まれ変わる。 1981年以捧は今題の改装持まで、

料務学校の校舎として袋われてきていたのだが、その関も変わらず立ち続けてきた。その重厚で格調の

高い外観は大畿の荷の顔として長く市民にも親しまれてきた。 20昨年には大規模な鮒鍵接強攻修工事に

合わせて記念的な建逃物として保存されることになった。そこに怒るまでは、社会のー絞的な経済のきit

れの中で、者朽化したピルを取り漉して新しいピルに建て替える議論も熱心に行われたという。しかし

その膝史部な街の農民としての投錨を来たそうという強い意志のもと、耐議補強改修が持われるこ

とになった。その翻性豊かな外援を極力保存するため、外壁のデザイン令損なわないよう は既存

窓、の内側に設けられるなど多くの工夫が見られる。 B1 階 ~2 摘にはこのピルの名前になったフレンチレ

ストラン fJレボンドシェルJがある。もとは向かいの大林ピルにあったのだが、このピ 1レを象識する存在

として移転したものだ。 3~皆は大林組歴史館。会社の 110年の歴史とともに、このピルの長い履歴を訴す

ミュ}ジアムである。 4暗から 6階までは従前の通り、料懸学童jの教壌が震かれた。

そのような変遷に対臨して、設罷はその都度更新が行われた。事務局rrからレストラン、あるいは料理

教室など換気量、設調熱負著者が非常に多いF程遠への変更に対して、倉庫を滋風機室として利用するなど

室内スペ}スを損なうことなく改修された。空調熱i臨機器は屋上に設置されており、今後の維持管理及

び、更新を容易に行うことができる熱意である。また内装では、隠蔽されている担調、衛生誕管類が今闘

の内装変吏工事にあわせて吏薪され、今後の長期総{吏用に耐えうる設織改修となった。また、維持管理

に関しては中長期保全討画が作成されており撞設の性能の維持を目指している。

結果としてピルは競った。ぞれも、さらに時代の先端を行く新しさを原動力にして、こ

ろう。 
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